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 研究要旨：IgG4 関連疾患は全身疾患である。しかし、肝臓における病態についての報告は少ない。

本年は既報のまとめを行い IgG4 関連肝病変の有無についての検討を行った。少数例の 4 編の報告があ

り肝病変の存在を示唆する所見であった。今後は全国規模での肝病変の検討が必要である。 

 

 

A. 研究目的 

 IgG4 関連疾患は全身性疾患である特に自

己免疫性膵炎、IgG4 関連硬化性胆管炎は臨床

的病態が明らかにされているが肝病変につい

ての詳細な検討はほとんどされていないのが

現状である。本研究では現時点での IgG4 関

連肝病変についての検討をされている報告に

ついてまとめた。 

 

B. 研究方法 

 現在までに IgG4 関連疾患（自己免疫性膵

炎、IgG4 関連硬化性胆管炎）における肝病変

の病理学的検討が行われた報告について検討

を行うこととした。 

（倫理面への配慮） 倫理上の問題はない。 

 

C. 研究結果 

 4 編の論文の報告があり、8 例から 19 例の

肝内の病理学的特徴を表 1 にまとめた。 

 

D. 考察 

IgG4 関連肝病変は存在する。 

 

E. 結論 

IgG4 関連肝病変の全国調査が必要である。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

G. 研究発表 

１.論文発表 

 なし 

２.学会発表 

 なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 

なし 

 

表１IgG4 関連肝病変のまとめ 
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